中期目標変更（案）に対する公立大学法人大阪府立大学の意見

	○　新大学構想〈提言〉に対する意見でお示ししたよう、このたびの中期目標の変更の趣旨については賛同しているところですが、
表現について以下のとおり意見を提出します。

	原案（大阪府変更案）
	修正案
	修正意見

	前文
（中期目標策定の基本的な考え方）

（略）

大阪府は、公立大学法人大阪府立大学が「変革と挑戦」のもと、着実に改革を実行し最先端の高度な研究を行い世界に発信するとともに、理系を中心とした教育研究によって、社会のリーダーとなる人材を育成する高度研究型大学となるよう、その実現に向け、以下のとおりこの中期目標を定める。

また、世界的な大学間競争を勝ち抜き、より強い大阪を実現するための知的インフラ拠点として存在感を高めるため、府、市、公立大学法人大阪府立大学及び公立大学法人大阪市立大学で策定した「新大学（案）」に基づき、平成28年度の府市大学統合による新大学実現を目指し取組を進めていく。

今後、教学と経営の一層の充実とガバナンス強化を図るとともに大阪府立大学と大阪市立大学との統合を円滑に進めるには、両大学理事長が同じ者であることが有効であるため、理事長と学長の分離を行い、理事長の一本化を行う。
Ⅲ　業務運営の改善及び効率化に関する目標

１　法人組織の改革に関する目標

　　法人の自律性・自主性を高めるため、地方独立行政法人制度のメリットを最大限活用する。なお、役員会を構成する理事長、副理事長（設置時に限る。）、理事については、外部からの経営参画を促進するため外部出身者の登用をその総数の半数以上とするなど、組織マネジメント力を総点検の上、法人経営において民間的センスをより一層強化する。　

Ⅵ　その他業務運営に関する重要目標

４　大阪市立大学との統合による新大学実現へ向けた取組の推進

　　世界的な大学間競争を勝ち抜き、より強い大阪を実現するための知的インフラ拠点として存在感を高めるため、「新大学（案）」に基づき、大阪府、大阪市及び公立大学法人大阪市立大学と緊密に連携を図りながら、平成28年度の大阪市立大学との大学統合を目指し、設立団体が定めるスケジュールに沿って、段階的に準備を進める。
	前文
（中期目標策定の基本的な考え方）

（略）

大阪府は、公立大学法人大阪府立大学が「変革と挑戦」のもと、着実に改革を実行し最先端の高度な研究を行い世界に発信するとともに、理系を中心とした教育研究によって、社会のリーダーとなる人材を育成する高度研究型大学となるよう、その実現に向け、以下のとおりこの中期目標を定める。

また、世界的な大学間競争を勝ち抜き、より強い大阪を実現するための知的インフラ拠点として存在感を高めるため、府、市、公立大学法人大阪府立大学及び公立大学法人大阪市立大学で策定した「新大学（案）」に基づき、平成28年度の府市大学統合による新大学実現を目指し取組を進めていく。

今後、教学と経営の一層の充実とガバナンス強化を図るとともに大阪府立大学と大阪市立大学との統合を円滑に進めるには、両大学理事長が同じ者であることが有効であるため、理事長と学長の分離を行い、理事長の一本化を行う。
Ⅲ　業務運営の改善及び効率化に関する目標

１　法人組織の改革に関する目標

　　法人の自律性・自主性を高めるため、地方独立行政法人制度のメリットを最大限活用する。なお、役員会を構成する理事長、副理事長、理事については、外部からの経営参画を促進するため外部出身者の登用をその総数の半数以上とするなど、組織マネジメント力を総点検の上、法人経営において民間的センスをより一層強化する。　

Ⅵ　その他業務運営に関する重要目標
　４　大阪市立大学との統合による新大学実現へ向けた取組の推進

大阪市立大学との統合による新大学の実現に向け、公立大学法人大阪市立大学との法人統合、大阪市立大学との大学統合など設立団体が定めるスケジュールに沿って段階的に準備を進める。

	○「前文」は、中期目標を策定する大阪府の基本的な考え方を述べる部分であると認識しているが、表現上疑問のあることを表明しておきたい。
○「（設置時に限る。）」は意味がわかりづらく、あえて記載する実質的な必要性がないと考える。
○「前文」において既に法人が目指す方向については述べられており、中期目標本体には、法人が中期目標に基づき実行すべき事項を簡潔に記載いただきたい。
○　設立団体の形態や、国における大学設置認可手続きの動きが流動的である現段階において、あえて大学統合の時期を明記するのか疑問。「設立団体が定めるスケジュール」で包含されると考える。
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